
■　「芸能」の身体 

　はや一週間が過ぎ去ろうとしている。遂に最終日を迎えたのだ。前日の5/23(土)に、今
貂子舞踏研究所にてワークショップが行われた。講師：今貂子。そして5/24(日)、西陣
ファクトリーGardenにて、14:00から小林昌廣氏によるレクチャー、17:00からは 
パフォーマンスが行われた。 
　　　　　　　　出演：山本和馬　舞踏カンパニー倚羅座　袋坂ヤスオ　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　Yangjahta＋伴戸千雅子　藤條虫丸 

　「原初的アニミズム宇宙感の中で、死//再生への祈りを根源とし、神とひとの間を往還
してきた芸能者たち。その身体の記憶は、現代において、どのように呼び覚まされるの
か？」　　　　　　　企画責任者・今貂子～パンフレットより～ 

■ 
　 
ワークショップ　～今貂子舞踏研究所  講師：今貂子～ 

　 “体の中の言葉にならない、どうしようもないもの
が、踊りになるのでは･･･？”（今貂子） 
まずは体を緩める。 
１人で、時には２人で、体を緩め、緩めあう。そうし
て、自分の中の意識、天地左右の外界を感じる。 
緩めた体で、蛆虫になってみる。人類が持ってい
る、太古から今への深く、古い記憶を呼び覚ますよ
うに。ハイハイから立ち上がってみる。ゆっくり歩い
てみる。足の指や裏が大地に接する感覚を感じて。 
最後に、千年を岩の中で待つ男「千年石（岩）」にチャレンジ。天地左右にある岩を感
じ、押しつぶされぬよう押し広げ、前へ進む。体のエネルギーと己の意思を一致させて。 

　　　　　　　　　　　 
　普段体を使っている方、使っていない方、と参加者の
背景は様々でした。今さんのナビゲートで、自分の体
を、他者の体を感じ、表現する時間でした。 



レクチャー14:00-15:30　「古典の身体・舞踏の肉体」 
　　　　　　　　　　　　　講師：小林昌廣　(情報科学芸術大学院大学教授)　 
　　　 
小林昌廣レクチャー「古典の身体・舞踏の肉体」 
　大きなスクリーンに写し出される、言葉や写真や映像を見ながら話が進められていく。
まずは暗黒舞踏の創始者である土方巽の写真。舞踏は古典芸能よりも重く深い、と話しそ
の内容に進んでいく。土方巽と交流のあった三島由紀夫の写真も写され、文章が紹介され
た。「あらゆる深い思想が死に絶えた後、最も浅い
思想に深みが宿るかもしれない」続けて土方巽「美
貌の青空」からの引用文「死体は仮の消滅で、風景
に似ている」。そして土方巽の舞踏の先行思想へと
続き、フーコー、埴谷雄高、カント、があげられた。
埴谷氏が、土方巽の舞踏派は「体内瞑想」であると
言っていたことにも言及した。 
　話は能へと移る。「秘すれば花なり」とは動かな
くても十分にある状態のことで、土方巽のエピソー
ドと対比する。だんだん踊らなくなっていた土方氏
が「何故踊らないんですか？」と問われ「私は踊っ
ているように見えないらしい」と答えたという。更に能舞台の構造についての話や、「道
成寺」の映像が流され、乱拍子には舞踏的要素があると話した。様々な引用から古典芸能
と舞踏の共通点について思索していく。質問タイムでは、小林氏が脚色を手がけた「暗黒
ハムレット」の話が出た。いかに大変で、又興味深かったかをユーモアたっぷりに語った。

■ 
　 
　小林氏の、古典芸能と舞踏に対する溢れんばかりの情熱と愛があった。いやはや、興味
深い。現在進行形の展望が広がっていった。 
　　　　　　 　　　　　　　 
　　　　　 　　　　　　　　　　　　 
　　　　　 　　　　　　　 
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　
　　　 
　　　　　 　　　　　　　　　 

　　　　　 レクチャー終了後の 
　　　　　　　　　　　 記念撮影パシャ。 
　　　　　 　　　　　　　　　 

　　　　 



　　　　 
　パフォーマンス。西陣ファクトリーGardenにて17:00start. 

山本和馬+佐藤恭平「feel for texture」 
　静寂の中にある男。ギターが奏でられる。ギターとともに、揺らぎ、転がり、地面に体
を投げ出す。ギターの音色は消え、男の動きも止まる。が、ギターは男の体にあった。男
の口からは、音色代わりのつぶやきが漏れ、やがて激しく動き出すのだった。 

舞踏カンパニー綺羅座+おかえり姉妹「ウズメ―風穴をあける力―」より 
天へ伸び、戯れ、捧げて、風にそよぐ3人の娘たち。遊び疲れたのか、静かに眠りにつ
く。やがて、彼らの主が現れ、静かに、だが激しく舞い踊り、場のエネルギーを呼び覚ま
す。娘たちも呼び覚まされ、渾然と舞い踊る。 

袋坂ヤスオ「月光姫―天人五衰より」 
　男は裸体だ。背面をこちらへ向ける。腰には能面が着けられている。男は、もう頭も足
もなんだかわからない異形の者へと変化をたどる。天へ足が生えたりしている。男の顔
も、もうない。そこには能面を着けた異形の者が、半身を起し、こちらへにじり寄ったり
しているのだ。 

Yangjah+伴戸千雅子+樋野展子「うてな」 
　二人の向き合う女。机を挟み、サックスの音色を挟んで。女たちと、机と、サックスの
関係は、どんどん変化する。机と絡み合う。互いに絡み合う。ただの机に意味が生じ、た
だの余所の女は、余所の女でなくなっていく。そこには、無かったことにはできない”な
にか"がもう芽生えてしまったようだ。 

藤條虫丸　天然肉体詩　虫丸独儀「Sena~My background」覚え書き 
　じっとうずくまる男がいる。静寂の中。男はこちらへ、その背中を向けている。こちら
へ、にじり、にじり、とにじり寄る。背中が、静かに迫る。背中だけだ。だが、雄弁な背
中だ。 
言葉は何も口から発されるだけのものではない。背中からも発されるのだ。 

　 
■ 

　 　 芸能の身体。遥か遠い所から吹いてくる粋な風
が、密やかに妖しく通り過ぎていくようだった。何か
を暗示するように…。 



　　 
　 
　　　　　　 　 

                            最終日の舞台挨拶。 
　　　  　  たくさんのお客様の熱気や思いと、　　　　　 
　　　　　　　　　演者の踊りが絡み合うような空間でした！！　　 

■ 

　              
        そのまま、西陣ファクトリーGardenに　 
　　　　　　 て
、打ち上げが 行
われた。 
　 

　 

　一週間、有り難いことに毎日が満員御礼だった。実行委員の中には、あんまりお客さん
来ないんじゃないかと内心思っていた人（袋坂氏）、反対に、絶対お客さんで埋まるはず
だと確信していた人（由良部氏）もいた。面白いものだ。 



　舞踏の一週間。連日の打ち上げも、凄いものがあった…。二日酔いを押しての公演とか、
見事だった。何故そこまで飲むんだろう…。しかし打ち上げの場で、色んな話が聞けたし、
ぞくぞくっと魂が揺さぶられる瞬間もあったのだ。 

■ 

　第一回「舞踏という問い」が終わった。 
舞踏に確信を持つ人、嫌悪感や疎外感を持つ人、興味を持つ人持たない人、全ての人に何
故今、問おうとしているのか。必要だからだ。一人一人が向き合える、底知れぬ包容力の
あるもの、そう思う。じゃなきゃ、私は舞踏に関わっていない。 
　このイベントは、今回で終わりではなくスタート地点にある。今後も問い続けられる。
問い続けることによって、更に「問い」に「舞踏」に命を吹き込んでいくのだ。 

■ 
■ 

　 
　 
　「舞踏」という言葉が生まれて半世紀以上、その言葉を知る人にも知らない人にも、 
　　　　　　 
　　　　　　　　　表現や身体との新たな出会いの場となりますように。　　 

　　　　　　　　　　　　　～パンフレットの言葉より～ 

■ 
■ 
■ 
■ 

　　　　　 
                              ■ 記録者 
　　　　　                    ・稲垣　美輪子　…　 著：なること　化けること 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　  スイタイガイロ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　   始まりと終わりに 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　  着る、纏う、装う、脱ぐ　ワークショップ 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　  死者への舞踏 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　   「芸能」の身体　レクチャー 
                                                     
                                   ・山崎　美保子　…　著： 着る、纏う、装う、脱ぐ　パフォーマンス 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  「芸能」の身体　ワークショッップ 
                                                              　　  「芸能」の身体　パフォーマンス                　　  
　　　　　　　　　　　 

　　　　　　


